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7.意向調査 

 (1)県民意向調査 

1)調査の目的 

沖縄県が今後サッカースタジアムを整備するためには、県民の理解が必要であり、また、

整備することによる波及効果は多分野に及ぶものと考えられる。 

このため、利用の主体となる県民に対し、サッカースタジアム整備の是非と目標とする波

及効果について、意向を調査した。 

 

2)調査概要 

調査対象：沖縄県民(本島内)2,000 名を無作為抽出。 

調査手法：郵送による配布回収。 

調査期間：平成 23年 12 月。 

回収数：378件(18.9％)。 

 

3)調査項目 

・対象者の属性。 

・サッカーやその他スポーツイベント、その他大型イベントの実施現況。 

・サッカーやその他スポーツイベント、その他大型イベントの要求。 

・サッカースタジアム整備により生じる波及効果の種類と要望。 

・施設のあり方に関する要望。 

 

4)調査結果 

〔性別・年齢〕 

性別は「男性」が 9割と大多数を占めている。 

年齢は「70 代以上」「60 代」「50 代」が全て２割を超え、50～70 代を合わせると８割を占

めており、強いて言えば、若い世代からの回答が少ない状況となっている。なお、回答者の

平均年齢は 60.1 歳、最年少は 15 歳、最高齢は 89歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  男性

91%

女性

9%

無回答

0%

10代

0%
20代

3%
30代

6%

40代

13%

50代

22%
60代

27%

70代以上

29%

性別 年齢 



 第一章 計画条件の整理  

７７ 

〔スポーツ観戦の有無〕 

「直接会場で観戦したことがある」が約７割を占め、「テレビで観戦したことがある」が４

割を占め、逆に“観戦したことがない（「興味はあるが観戦したことはない」＋「興味がない」

の合算”は３%程度であり、９割以上が何らかの形でスポーツ観戦している。 

性別でみると、“男性”の方が「直接会場で観戦したことがある」が８ポイント高い。 

年齢別でみると、年齢が高まるにつれ「テレビで観戦したことがある」が高まる傾向にあ

る。 
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無回答
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～30代 40代 50代 60代 70代～

スポーツ観戦の有無 

スポーツ観戦の有無：性別クロス集計 

スポーツ観戦の有無：年齢クロス集計 
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〔観戦経験のスポーツ種目〕 

観戦経験のあるスポーツは、「野球」が９割、「サッカー」が７割、「バレーボール」「マラ

ソン・駅伝」が５割となっており、「ビーチスポーツ」を除く全てのスポーツが１割程度以上

の観戦となっている。その他のスポーツでは「ゴルフ」「大相撲」に意見が集中している。 

家族構成でみると、「野球」に関しては“独身”よりは“夫婦のみ”“夫婦・子あり”“親子”

の順に高くなっている。 

 

 

その他意見内訳 

ゴルフ 8  

相撲（大相撲） 5  

空手 4  

柔道 2  

ボウリング 1  

グランドゴルフ 1  

ソフトボール 1  

トライアスロン 1  

馬術 1  

ハンドボール 1  

フットボール 1  
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スポーツの観戦経験：家族構成クロス集計 
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〔新スタジアムでのサッカー観戦〕 

「観戦したい」が５割を占め、「観戦に興味はない」は１割となっている。対戦カードなど

によっては、多くが観戦する可能性があるものと想定される。（「興味はあるけど観戦するか

どうかはわからない」「わからない」への動機付け・対策次第ではある）。 

性別でみると、“男性”は“女性”より「観戦したい」が 13 ポイント高く、「興味はあるが

観戦するかどうかはわからない」が逆に 12 ポイント低くなっている。 

年齢別にみると、“70 代～”を除けば、年代が高くなるにつれ「観戦したい」は低くなる

傾向にある。 
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観戦したい 興味はあるが
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～30代 40代 50代 60代 70代～

新スタジアムでのサッカー観戦 

新スタジアムでのサッカー観戦：性別クロス集計 

新スタジアムでのサッカー観戦：年齢クロス集計 
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〔新スタジアムでのイベントへの参加〕 

「興味がなく参加したくない」は１割弱と、企画内容などによっては、多くの参加が期待

できると想定される。 

性別でみると、“女性”は“男性”より「参加したい」が 12 ポイント高くなっている。 

年齢別でみると、“70 代～”を除けば年代が高まるにつれ「参加したい」は低くなる傾向

にある。 
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～30代 40代 50代 60代 70代～

新スタジアムでのイベントへの参加 

新スタジアムでのイベントへの参加：性別クロス集計 

新スタジアムでのイベントへの参加：年齢クロス集計 
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〔大規模イベント・スポーツイベントの開催について〕 

「現在、県内で開催されているイベントで十分であり、これ以上増やすべきではない」及

び「現在、県内で開催されているイベントは過剰である、減らすべきである」は合算しても

３%に満たず、多くが大規模イベント・スポーツイベントの開催を望んでいる。 

性別でみると、“男性”は“女性”より「スポーツイベント、コンサートイベント共に開催

（誘致）した方が良い」「コンサートなどの大規模イベントをさらに開催（誘致）した方が良

い」が９ポイント高くなっている。 

年齢別でみると、“～30 代”は「スポーツイベント、コンサートイベント共に開催（誘致）

した方が良い」が６割と他の年代に比べ２割以上高くなっている。 
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スポーツイベントをさらに開催（誘致）した方が良い

内容によるが企画の良いものは開催した方がよい

コンサートなどの大規模イベントをさらに開催（誘致）した方が良い

どちらともいえない

現在、県内で開催されているイベントで十分であり、これ以上増やすべきでない

現在、県内で開催されているイベントは過剰であり、減らすべきである
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～30代 40代 50代 60代 70代～

大規模イベント・スポーツイベントの開催 

大規模イベント・スポーツイベントの開催：性別クロス集計 

大規模イベント・スポーツイベントの開催：年齢クロス集計 



 第一章 計画条件の整理  

８２ 

〔開催した方が良いとする理由〕 

開催すべきとする理由としては「経済振興・観光振興へ好影響がある」が４割で、「社会的

なスポーツへの関心が高まり県民の健康が増進される」が３割で、県経済の活性化、健康長

寿への寄与が期待されている。 

性別でみると、“男性”は“女性”より「社会的なスポーツへの関心が高まり県民の健康が

増進される」が 13 ポイント、「共通の話題ができ、地域のコミュニティーが醸成される」は

16 ポイント高くなっているが、「自分（あるいは身近な人）が観戦・参加して楽しみたい」

は 15 ポイント低くなっている。 

年齢別でみると、年代が高くなるにつれ「経済振興・観光振興へ好影響がある」及び「社

会的なスポーツへの関心が高まり県民の健康が増進される」は高くなる傾向にあるが、「自分

（あるいは身近な人）が観戦・参加して楽しみたい」は低くなる傾向にある。 

家族構成別でみると、“独身”は「共通の話題ができ、地域のコミュニティーが醸成される」

が他に比べ９ポイント以上

低く、“夫婦のみ”は「自分

（あるいは身近な人）が観

戦・参加して楽しみたい」

が６ポイント以上低くなっ

ている。 
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わからない その他

～30代 40代 50代 60代 70代～

43.9%

29.1%

20.1%

15.7%

0.6%

0.3%

0.9%

経済振興・観光振興へ好影響がある

社会的なスポーツへの関心が高まり県民の健康が増進される

自分（あるいは身近な人）が観戦・参加して楽しみたい

共通の話題ができ、地域のコミュニティーが醸成される

わからない

その他

無回答

開催した方が良いとする理由 

開催した方が良いとする理由：性別クロス集計 

開催した方が良いとする理由：年齢クロス集計 

注：前記設問で「①②④⑤」を選択した 344 件が対象。対象外
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〔サッカースタジアムの整備による波及効果で、重要視するもの〕 

波及効果で重視するものとしては、「沖縄県の観光振興に寄与する」が５割、「若い世代な

どに夢を与える」が４割を占めているが、他の項目は２割以下となっている。 

性別による大きな違いは見られない。 

年齢別でみると、年代が高まるにつれ「沖縄県の観光振興に寄与する」「若い世代などに夢

を与える」「スポーツを楽しむ人を増加させるなど地域住民の健康増進に寄与する」は高まる

傾向にあり、逆に「雇用の創出など地域の経済効果を高める」「にぎわいの創出による地域の

活性化が図られる」は低くなる傾向が見られる。 

家族構成別でみると、“夫婦のみ”は「沖縄県の観光振興に寄与する」「雇用の創出など地

域の経済効果を高める」は他に比べ２割近く低くなっている。 
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にぎわいの創出による地域の活性化が図られる

イベントなど新たな娯楽を創出する

住民が地域への愛着心を高める

共通の話題を持つことにより世代を超えたコミュニケーションが活性化される

県外の人に対し知名度の向上・イメージアップを図る
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無回答
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開催した方が良いとする理由：家族構成クロス集計 

波及効果で重要視するもの 

波及効果で重要視するもの：性別クロス集計 
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〔新サッカースタジアムを整備すべきか〕 

「整備すべきと思わない」は６%と、整備に関し

異を唱える人は少なく、多くが整備を望んでいる

ことが伺える。 

性別でみると、“男性”は“女性”より「整備す

べきと思う」は３割以上高くなっている。 

年齢別には、大きな違いは見られない。 
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80.0%
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光
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興
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の
寄
与

若
い
世
代
に

夢
を
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る

雇
用
創
出
等

地
域
経
済
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果

を
高
め
る

地
域
住
民
の

健
康
増
進

地
域
の
活
性
化

娯
楽
の
創
出

地
域
へ
の
愛
着
心

世
代
を
超
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化

知
名
度
の
向
上

イ
メ
ー
ジ
ア
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そ
の
他

独身 夫婦のみ 夫婦子あり 親子

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

整備すべきと思う どちらともいえない 整備すべきと思わない その他

男性 女性

波及効果で重要視するもの：年齢クロス集計 

波及効果で重要視するもの：家族構成クロス集計 

新サッカースタジアムを整備すべきか 

新サッカースタジアムを整備すべきか：性別クロス集計 
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〔新サッカースタジアムの整備で重視する点〕 

整備に当たって重視するものとしては、「サッカー以外のイベントも開催される多目的な施

設」が６割、「公共交通・大規模な駐車場など交通利便性の高さ」が４割、「屋根やゆったり

した座席など快適な環境で観戦できる」「大人数が収容でき国際試合も開催される」が３割を

占めている。 

大規模なイベント施設が少ない、車社会への対応、日射し対策など、県内における施設整

備において課題とされる事項の対処を望んでいる状況が伺える。 

性別でみると、“男性”は“女性”より「大人数が収容でき国際試合も開催される」が 18

ポイント高く、「ドームなど全天候利用可能な施設」は 14 ポイント低くなっている。 

年齢別でみると、“40 代”“70代～”は「公共交通・大規模な駐車場など交通利便性の高さ」

は他の年代に比べ２割近く低くなっている。 

家族構成別でみると、「サッカー以外のイベントも開催される多目的な施設」「屋根やゆっ

たりした座席など快適な環境で観戦できる」については、“独身”“夫婦のみ”“夫婦子あり”

“親子”の順に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.7%

42.6%

31.5%

31.2%

23.8%

22.2%

19.0%

18.5%

13.0%

11.4%

6.6%

4.8%

1.9%

3.7%

サッカー以外のイベントも開催される多目的な施設

公共交通・大規模な駐車場など交通利便性の高さ

屋根やゆったりした座席など快適な環境で観戦できる

大人数が収容でき国際試合も開催される

イベントが開催されていない時でも人の集う施設

ドームなど全天候利用可能な施設

避難所・備蓄倉庫など広域の防災に役立つ施設

自然エネルギーを活用するなど環境に配慮した施設

サッカー専用で迫力あるプレーが楽しめる

誰もが使いやすいバリアフリー対応の施設

デザイン性に優れた地域のシンボルとなる施設

飲食やアトラクションなどサービスの充実

その他

無回答

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

整備すべきと思う どちらともいえない 整備すべきと思わない その他

～30代 40代 50代 60代 70代～

新サッカースタジアムを整備すべきか：年齢クロス集計 

新サッカースタジアム整備で重視する点 
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独身 夫婦のみ 夫婦子あり 親子

新サッカースタジアム整備で重視する点：性別クロス集計 

新サッカースタジアム整備で重視する点：年齢クロス集計 

新サッカースタジアム整備で重視する点：家族構成クロス集計 
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〔新サッカースタジアムと複合的に整備が望まれる施設・機能〕 

複合的に整備する施設・機能については、「スポーツクラブ」「観光拠点（インフォメーシ

ョン、交通ターミナル）」が４割、「アミューズメントパーク」「ショッピングセンター」が３

割を占めている。 

サッカーやイベントが開催されていない時にも気軽に利用できる施設整備・機能の付加を

望んでいる状況が伺える。 

家族構成別でみると、“夫婦のみ”は「スポーツクラブ」「ショッピングセンター」が他に

比べ２割近く低く、“親子”は「アミューズメントパーク」が他に比べ２割近く低く、“独身”

は「ホテル」が２割近く高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

38.1%

36.2%

31.2%

29.6%

23.0%

20.9%

14.8%

7.7%

5.8%

4.0%

1.9%

1.3%

0.8%

4.2%

5.3%

スポーツクラブ

観光拠点（インフォメーション、交通ターミナル）

アミューズメントパーク

ショッピングセンター

コンベンション施設

広域防災拠点

ホテル

医療施設

わからない

図書館

民間オフィス

単独で整備すべき

学校

その他

無回答

0.0%
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15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

観
光
拠
点

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョン

施
設 広
域

防
災
拠
点

ホ
テ
ル

医
療
施
設

わ
か
ら
な
い

図
書
館

民
間
オ
フ
ィ
ス

単
独
で

整
備
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学
校

独身 夫婦のみ 夫婦子あり 親子

新サッカースタジアムと複合的に整備が望まれる施設・機能 

新サッカースタジアムと複合的に整備が望まれる施設・機能：家族構成クロス集計 
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(2)サポーター意向調査 

1)調査の目的 

現在、サッカー観戦を熱心に行っているサポーターは施設の現状や観戦環境などに詳しく、

また、整備後もスタジアム利用の核となっていく利用者層と考えられる。このため、施設整

備の方向性や観戦者のニーズについて、より具体的な意向を調査した。 

 

2)調査概要 

調査対象：実際に観戦するサポーター 

調査手法：試合会場における対面式アンケート。 

調査期間：平成 23年 10 月 23日(日) 対横河武蔵野 FC 戦。 

平成 23 年 11 月 6 日(日) 対Ｖ・ファーレン長崎戦。 

平成 23 年 11 月 27 日(日) 対 AC 長野パルセイロ戦。 

 

3)調査項目 

・対象者の属性。 

・サッカー観戦活動の現状。 

・現在の観戦環境に対する問題点。 

・サッカースタジアム整備の是非。 

・新スタジアム整備に関する要望。 

・スタジアムの多目的利用に関する要望。 

 

4)調査結果 

A.回答者の属性 

〔性別・年齢・家族構成〕 

アンケート対象者はサッカー観戦者であり、各属

性はそれに近いと考えられる。性別は６割が男性で

あり、年齢は 20～40 代で全体の８割を超えている。 

家族構成は子供のいる既婚者が全体の５割を占

め、次いで、未婚者が３割となっている。 

 

 

 

 

  

男性

58%
女性

42%

10代

6%

20代

17%

30代

35%

40代

27%

50代

10%

60代

4%

70代以上

1%

無回答

0%

性別 

年齢 

未婚

34%

既婚で子

供がいな

い

11%

未婚・既

婚で子供

がいる

54%

無回答

1%

家族構成 
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〔居住地〕 

観客の居住地については、試合会場は沖縄市であったが、約３

割が那覇市から訪れており、次いで沖縄市、宜野湾市、浦添市が

多い結果となっている。 

 

 

B.サッカーとの関わりについて 

〔観戦歴・サッカー経験〕 

サッカー観戦歴は「初めて」から「１～３年」という比較的観戦歴の短い人と「18 年以上」

という観戦歴の長い人に２極化する傾向があった。観戦歴の長い人は男性や 40・50代に多い。

これらはサッカー経験に関する質問で男性の６割がプレー「経験あり」と回答し、「過去にプ

レーしていた」人は 50 代に多かったことから類推すると、40・50 代の男性は他の年代より

も、サッカー経験者が多いため、観戦歴の長い人が多いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28%

16%

11%

11%

6%

6%

4%

3%

3%

12%

那覇市

沖縄市

宜野湾市

浦添市

南風原町

うるま市

八重瀬町

南城市

西原町

その他

初めて

14%

１～３年

24%

４～５年

11%

６～10年

15%

11～12年

3%

13～18年

13%

18年以上

前

19%

無回答

1%

居住地 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

初めて １～３年 ４～５年 ６～10年 11～12年 13～18年 18年以上

前

男性 女性

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

初めて １～３年 ４～５年 ６～10年 11～12年 13～18年 18年以上前

～20代 30代 40代 50代 60代～

42% 40%

10%
4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

プレーしてい

たことはない

過去にプ

レーしていた

現在もプ

レーしている

その他

男性

女性

観戦歴 観戦歴：性別クロス集計 

観戦歴：年齢クロス集計 

サッカー経験：性別クロス集計 サッカー経験：年齢クロス集計 

55%

24%

15%

2%

57%

28%

7%
4%

57%

27%

5% 6%

50%

31%

3%

11%

53%

12%

0%

12%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

プレーしていたことはない 過去にプレーしていた 現在もプレーしている その他

～20代 30代 40代 50代 60代～
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〔興味の範囲〕 

アンケート調査は FC 琉球の試合会場で実施してお

り、興味のある試合として、7 割が「FC 琉球」と回答

している。次いで「日本代表」、「ワールドカップ」が

共に６割、「Ｊリーグ」が５割となっている。 

 

 

 

〔サッカー以外のスポーツ観戦〕 

サッカー以外のスポーツ観戦については、６割が「テレビで観戦する」と回答し、３割は

「会場で観戦する」と回答した。「サッカー以外のスポーツ観戦をしない人」は１割であり、

サッカー観戦に訪れる人は、元々スポーツ観戦を好む人であることが理解される。 

また、観戦する種目については、野球が最も多く、次いでバレーボール、バスケットボー

ル、マラソン・駅伝、ボクシング・プロレスとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C.観戦環境について 

〔現在の観戦環境に関する印象〕 

現在の観戦環境に関する印象について、「臨場

感に欠ける」、「屋根がなく快適性が劣る」、「交

通の利便性が悪い」という回答がそれぞれ４割

程度となっている。次いで、３割の人が「芝生

のコンディションが悪い」と回答している。 

 

〔これまで利用してよかったスタジアム〕 

これまで利用してよかったと思うスタジアムとよかった点について、最も多かったのは「ユ

アテックスタジアム仙台」であり、「臨場感」や「屋根付き」、「交通利便性」を指摘する意見

が多かった。次いで「県立カシマスタジアム」が多く、「臨場感」の他、「施設規模が大きい

こと」や「スタジアムグルメ」を挙げる意見があった。 

これら以外で比較的多くの人から支持されたスタジアムとしては、「埼玉スタジアム2002」、

「味の素スタジアム」、「日産スタジアム」、「アルウィンスタジアム」、「ホームズスタジアム

神戸」、「ベストアメニティスタジアム」等が挙げられた。  

サッカー

以外はテ

レビで観

戦

57%

サッカー

以外も会

場で観戦

29%

サッカー

しか観戦

しない

11%

その他

1%

無回答

2%

サッカー以外のスポーツ観戦 

67%

47%

41%

25%

22%

18%

14%

12%

11%

11%

6%

6%

6%

2%

11%

野球

バレーボール

バスケットボール

マラソン・駅伝

ボクシング・プロレス

陸上競技

体操

水泳

テニス

ラグビー

ビーチスポーツ

バドミントン

競馬

卓球

その他

観戦する種目 

69.4%

63.7%

60.3%

49.9%

36.0%

32.6%

32.6%

22.9%

4.8%

ＦＣ琉球

日本代表

ワールドカップ

Ｊリーグ

海外リーグ

天皇杯

高校サッカー

対戦相手

その他

興味の範囲 

43%

39%

38%

29%

18%

11%

10%

6%

4%

2%

2%

臨場感に欠ける

屋根がなく雨や日差しに当たる

交通の利便性が悪い

芝生のコンディションが悪い

ナイター観戦ができない

快適で満足

自宅や会社から離れている

手狭である

清潔感がない

表示がわかりにくい

その他

観戦環境に関する印象 
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D.新スタジアムへの要望 

〔新スタジアムを整備すべきか〕 

スタジアムを整備すべきかどうかという問いに対

し、７割が「整備すべき」と回答し、「整備すべきで

はない」という回答は３％にとどまっている。 

 

 

 

 

〔整備にあたって重視すべき点〕 

整備にあたって重視すべき点として、「サ

ッカー専用スタジアム」、「快適な観戦環境」、

「交通利便性」がそれぞれ５割程度、「大規

模な国際試合も可能な施設」が３割程度と

なっている。 

 

 

 

〔イベント参加意向〕 

スタジアムで開催されるイベントへの参加意向に

ついて、「参加したい」が４割、「企画が良ければ参加

したい」が５割と合わせて９割の人が参加意思を示し

ている。 

 

 

 

 

 

〔交通手段〕 

利用を希望する交通手段については、自動車が

65％と過半を占め、次いでモノレール 13％、路線バ

ス７％となっている。 

 

 

 

 

整備すべ

き

72%

整備すべ

きでない

3%

どちらと

もいえな

い

17%

その他

1%
無回答

7%

スタジアムを整備すべきか 

54%

53%

49%

27%

20%

20%

13%

12%

8%

8%

8%

1%

サッカー専用

屋根など快適な観戦環境

公共交通など交通利便性が高い

大人数が収容でき国際試合も開催

ドームなど全天候利用可能な施設

多目的なイベントが開催される施設

アトラクションなどサービスの充実

誰もが使いやすいバリアフリー

日常時に人の集う複合施設

自然エネルギーなど環境配慮

デザイン性に優れた地域のシンボル

その他

整備にあたって重視すべき点 

参加した

い

38%

企画がよ

けれ参加

したい

51%

参加した

くない

1%

わからな

い

6%

無回答

4%

イベントへの参加意向 

自動車

65%

モノレー

ル

13%

路線バス

7%

団体・貸

切バス

4%

徒歩

2%

タクシー

1%

オートバ

イ

1%

自転車

1%
その他

1%
無回答

5%

交通手段 


